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こ の４月より図書館長を務めることになった生物・医学領

域の境原三津夫です。本学図書館のこれまでの歩み

を引き継ぎ、教育支援、研究支援、大学が保有する知的財

産の保存および発信を使命とする大学図書館として、その機

能の充実に尽力したいと考えています。 

 本学図書館は、新潟県立看護短期大学の図書館に始ま

り、大学の設立とともに大学図書館として位置付けられまし

た。そして、近時の情報化社会の進展に合わせ少しずつそ

の姿を変え、今日に至っています。本学図書館の紹介を兼

ね、その活動について現状と今後の展望を述べたいと思いま

す。 

  本学図書館は看護系の専門図書を中心に蔵書を集め、ま

た看護学に関する資料の収集・保存を行っており、地域の看

護学研究の拠点としての役割を果たしています。近郊の病院

に勤務している看護師さんが、日々の看護実践に関する疑

問を解決するため、勤務終了後に本学の図書館を訪れてい

ます。疑問点の解決はそのまま患者さんに還元されるため、

看護系専門図書館としての責任は重大です。近時の医学の

進歩は目覚ましく、医学の進歩にともない看護学も変化して

おり、時代に遅れないよう蔵書や資料を整備し、地域の期待

に応えていきたいと考えています。 

  また、研究者が教育・研究に必要な資料・文献を検索・収

集することをサポートするレファレンス・サービスも本学図書館

の重要な仕事です。本学では、資料や文献を検索するため

のデータベースとして、国内の医学文献を集めた「医学中央

雑誌Web」、医学・看護系論文の本文を提供している「メディ

カルオンライン」、世界の看護関係の文献検索に用いられる

「CINAHL」、人文・社会科学系文献が必要な場合に役立つ

「CiNii Articles」などを備えています。「メディカルオンライ

ン」の本文ダウンロードを除き、教職員や学生は学内の端末

から、学外者は図書館内の端末からこれらのデータベースに

アクセスすることができます。検索方法がわからない場合は、

図書館職員が相談にのってくれます。教育・研究の活性化を

図るため、利用状況にもとづきレファレンス・サービスの充実

に努めています。 

  さらに、本学における教育・研究の成果を社会に向けて発

信し、将来に向けて保存するリポジ

トリ機能も担っています。本学のリポ

ジトリは、平成27年12月1日より、国

立情報学研究所が提供するリポジト

リサービス(JAIRO Cloud) に移行

しました。それまでは独自のシステ

ムにより本学の情報を発信してきま

したが、大規模なシステムを共用す

る形のJAIRO Cloudに移行したこ

とで、より広い研究資源の活用が可

能になりました。現在は、紀要、学

術研究論文、看護研究交流センター報告書、自己点検評価

報告書などを登録し、学外に積極的に情報を発信していま

す。本学のリポジトリは「にこナース(NICONURS: Niigata 

College of Nursing Repository)」の愛称で親しまれてお

り、さらなるリポジトリの充実を目指し、大学をあげて取り組ん

でいます。 

  もうひとつ、本学のような小規模な図書館にも大きな変革

の波が押し寄せています。近年、今までの知識注入型の講

義形式の学習方法に加え、教員と学生、あるいは学生同士

がディスカッションしながら、課題を見出し解決策を模索する

アクティブ・ラーニングという学習方法が取り入れられるように

なってきました。本学では、以前からこのような教育方法が取

り入れられていますが、グループで学習するスペースの確保

が困難であり、学生は食堂やホールを自主学習の場として使

用しています。アクティブ・ラーニングの重要性が増すにつ

れ、学習の場を図書館に確保し、図書館がもつアーカイブ機

能やレファレンス機能を活用しながら学習するラーニング・コ

モンズの整備が求められるようになってきました。種々の制約

はありますが、本学の看護教育の質を高めるためにも、ラー

ニング・コモンズを早期に実現したいと考えています。 

 本学の図書館は、小規模でありながら時代の流れに遅れる

ことなく成長してきました。図書館の管理・運営は図書委員会

と図書館職員が中心となって行っていますが、利用するみな

さんあっての図書館です。これからも大いに利用し、本学の

図書館を育てていただけたら幸いです。  

新潟県立看護大学図書館 Library Newsletterは、新潟県立看護大学リポジトリ（にこナース）で公開しています 
https://niconurs.repo.nii.ac.jp/ ※Ｈ27.12.1よりＵＲＬが変更になりました 

  図書館長就任のご挨拶   

  学生essay 私の図書館活用法 

  書評 『世界がもし100人の村だったら』 
      『あなたがもし残酷な100人の村の村人だと知ったら』 

 館内案内 

 前図書館長退任のご挨拶 

 災害看護･地震関係資料コーナーをご活用ください 

 寄贈図書 / 人事往来 

C   O   N   T   E   N   T   S 
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私 は図書館の雰囲気が好き

で、1、2年生のころからテス

ト勉強やレポートの作成のために

利用していました。3年生になると

演習、実習が本格化してくることか

ら図書館の参考書や医学書が欠

かせない存在となっていました。 

  4年生になると専門ゼミナールで

の研究が開始し、図書館のPCを

利用して先行研究の文献検索をする機会が非常に増えま

した。研究に向けての講義のなかでは、図書館職員の方

から文献検索の方法について時間をかけてご説明いただ

き、キーワードが文献検索を行う上で非常に重要なことを

学び現在に役立てています。また、学内所蔵がない文献

についても、職員の方に依頼することで取り寄せてもらうこ

とができ研究を進めていくうえで大きな助けとなっていま

す。就職試験、国家試験に向けた勉強場所としても図書

館にはとてもお世話になっています。静かで解放感があり

周りの学生も机に向かっている環境なので、「自分も頑張

らなくては」と奮い立たせることができます。勉強の最中に

理解できないことがあれば専門の書籍がすぐそばにある

ので疑問もその場で解決できることも多いです。目的の本

を探しているとき、気になる書籍を見つけてしまうとついつ

い読みふけってしまうこともしばしばあります。家だとなか

なか集中できない私ですが図書館では集中して机と向き

合うことができるので今後もたくさんお世話になると思いま

す。  

  少し疲れたとき図書館の二階からの景色を眺めることが

私の気分転換の一つでもあります。春は関川沿いの桜が

咲き誇っている姿、夏には生い茂った木々が風に揺れる

姿、秋には地元の高校性がマラソンをしている姿、冬には

しんしんと雪が降り続く姿、四季に合わせいろいろな景色

を眺めることができ、その景色を見るとまた頑張ろうという

思いが湧き出ます。 

  職員の方たちもとても親切でフレンドリーです。勉強の

合間に少しお喋りすることも実は密かな楽しみの一つに

なっています。図書館は勉強したり調べ物をしたりするの

にとても適した空間です。下級生の皆さんや地域の皆さん

にもどんどん活用していただけたらと思っています。 

私 は3年生になってから、図書

館をよく利用するようになり

ました。それまでは、課題やレポー

トに必要な本や資料を探すため、

時々というより数カ月に1回のペー

スで図書館を利用する程度で、あま

り縁のない場所だと思っていまし

た。ですが、学年が上がるにつれ

て、特に3年生の春からは、急にアセスメントや看護計画を

立てる演習や課題、レポートが多くなって、本や資料を必

要とする機会も多くなりました。最初は図書館で借りていま

したが、せっかく借りた本を家に帰って読んだら、自分に

必要な情報が書かれておらず、無駄なことをしたなと後悔

したり、また明日借りて来なければならず、結局、課題やレ

ポートが前に進まないことが多くありました。皆さんはそん

な経験ありませんか？そこで考えたのが、図書館で勉強

することです。図書館で勉強することで、そんな悩みは一

気に解決できました。 

  ここからは別の視点で、図書館での勉強がどれだけ快

適か、図書館の良いところについて語りたいと思います。

私だけかもしれないですが、図書館の匂いが何となく好き

です。深呼吸してしまいます。よく食堂で勉強している人を

見かけますが、私は断然、図書館派です。また、図書館で

はペットボトルのように蓋が付いたものであれば、飲み物を

持ち込んで、飲むこともできます。ですが、お菓子も食べ

ながら勉強したいなと思う人は食堂派かもしれませんね。

勉強しながらのお菓子って美味しいし、どんどん食べてし

まうので、そんなときに図書館で勉強を始めたら、ダイエッ

トになるかもしれません。さらに、図書館は温度管理が丁

度良いと感じます。一年中快適に勉強できます。食堂やレ

セプション・ホールは冬がとても寒くて、勉強に集中できま

せん。家で勉強するより、図書館にいる時間が多ければ、

光熱費の節約にもなります。最後は、やっぱり、静かな環

境で勉強できるところです。私はすぐ友達とお喋りしてしま

うし、家ではテレビつけてしまうし、強制的に静かでいなけ

ればならない図書館は最適の場所だと思っています。図

書館は最高におすすめの空間です！！ 

 学生essay～私の図書館活用法～            

  4年生  

  4年生  
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              連載  書評             

今 から15年ほど前、『世界がもし100人の村だったら

（If the world were a village of 100 people）』と

いうコラムがインターネットを通して世界的に話題になりま

した。日本でも2001年、同名の翻訳書が出版されました。

同タイトルのテレビ番組が何本か放映されたり、同書の続

編が次々と刊行されたりしたので、このタイトル名が記憶に

残っている方々も多いと思います。 

  その書の内容ですが、「世界には63億人の人がいます

がもしそれを100人の村に縮めるとどうなるでしょう」という

問いかけのあと、様々な事柄に関する数字が紹介されま

す。女性は？、有色人種は？、アジア人は？、キリスト教

徒は？、という具合です。ちなみに左記の正解は、順に

52、70、61、33（人）です。100人に縮めることで世界全体

の構図が分かりやすく頭に整理されます。さらに本書は、

「地球村」のとてつもない格差の現状をあからさまに描き出

し、読者に衝撃を与えました。すべての富の59％を6人が

所有、すべてのエネルギーの

80％を20人が使用しています。

20人が栄養不足状態にあり、う

ち1人は死にかけています。自

家用車を持っている人は7人、

大学教育を受ける人はたった1

人しかいません。私たちが考え

る「普通」が、世界の「普通」では

ない、という事実を突きつけられ

ます。出版後15年を経た今日に

至っても、富裕層と貧困層の格

差は、さらに拡大を続けている

現状があります。 

先日書店で、『あなたがもし残酷な100人の村の村人だ

と知ったら』という本が目に留まりました。てっきり、『世界が

もし』と同趣旨の書と思いきや、その舞台は他ならぬ「日本

村」でした。少子高齢化、人口減少等の問題を抱える日本

は、私たちが想像する以上の苦境に置かれています。最

近の25年間で、社会保障費が3倍に膨らみ、この村の借

金は一人が1年に稼ぐ総額の2倍以上です。この借金のツ

ケは、子供や20代の若者に回されていきます。数十年も                       

すると、4人に１人が75歳以上の老人になります。老人が

老人の世話をする「老老介護」

も今後増加の一途をたどりま

す。この村では、現在41人が雇

用されており、26人が正社員、

15人が非正社員です。村人の9

人が「ワーキングプア」（年収200

万円以下）で、まったく貯金でき

ない家が3分の1に及びます。こ

の村では、子どもへの虐待が

年々増加しており、生活苦で自

殺する人も後を絶ちません。 

著 者の江上 治 氏（フ ィナ ン

シャル・プランナー）は、かように

「残酷な」日本の姿を描写する一方で、「では、どうするべ

きか」を第2部で力強く主張します。人生における「お金」

のウェイトは、実は、さほど大きくないという主張に力点を

置き、目前の小銭に囚われる「手段思考」ではなく、将来

の生き方を考え抜いた「目的思考」の大切さを説きます。

人脈を築けるコミュニケーション能力、モノを考える力を核

とする「人間資本」、さらには、多くの人と多様な価値を交

換し合い、互いに助け合い、高め合う「人間関係資本」が

現状打開の鍵になると提言します。「自分の強みと弱みを

知り、助け、助けられよ」という江上氏のメッセージは傾聴

に値します。 

両書が描き出す世界は、ともに、お金に支配された私た

ちの意識そのものが作り出した産物ではないでしょうか。

お金は今や、江上氏曰く、「世界に君臨する神」のごとく、

私たちの心を操っているのです。2様の「100人村」に込め

られたメッセージをより深く理解するために、まず一度、日

本の外に出てみることをお勧めします。「世界村」には私た

ちの想像をはるかに超える貧困が随所に存在します。同

時に、私たちの足元の暮らしを見つめて歩んでいく地道さ

も忘れてはならないでしょう。目をそむけたくなるような悲

惨は、実は、「日本村」にも溢れているのです。双方の現

実を直視することは、私たちに、既存の価値観や今後の

生き方を見つめ直すきっかけを与えてくれるでしょ

う。 

請求記号 304 - I32 

配架場所 2階 棚15右側 

請求記号 302.1 - E28 

配架場所 2階 棚15右側 

    
   『世界がもし100人の村だったら』 
              池田香代子(再話), C.ダグラス・ラミス(対訳),  マガジンハウス,  2001年 

  『あなたがもし残酷な100人の村の村人だと知ったら』  
              江上治  著,  経済界,  2015年 

人間環境科学(英語) 教授  中村 義実 
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会社名 館内案内            

   ブラウジングコーナー 

   利用者用端末 

      移動式書架 

       １階風景 

 
企画展示(展示期間あり) 

・上越教育大学との蔵            

書交換展示会 

・学生ブックハンティ

ング展示   など    
※上の写真は学生ブック

ハンティング展示 

本学･地域資料コーナー 

 1階閲覧席 

１階には保健・医

療・福祉などの専

門書 のほか、一

般雑誌・小説など

が並ぶブラウジン

グコーナーがあり

ます。勉強の息抜

きに利用してみて

はいかがですか。 

図書・雑誌・新聞の 

バックナンバーが並んでいます 

新着ワゴン 

 新着図書をご紹介！ 

 

 シラバスワゴン 

 (シラバス掲載テキスト) 

 

  視聴覚資料コーナー 

テーブル下の四隅にコンセン

トがあります。パソコン等も

利用できます。 

 

図書委員会の先生が 

選んだおすすめの一冊 
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２階には心理学・文学・

教育学などの一般教養書

が並んでいます。 

すべての席にコンセント

が配置されているので、

パソコンを使用すること

が出来ます。 

四季折々の景色を眺めな

がら、 開放的な学習ス

ペースを是非ご利用くだ

さい。 

   2階学習席 

      大型本 

  ２階書架 

  皆さまのご利用 

 お待ちしています♪ 

学習席からの初夏の

景色。窓の外には南

葉山や金谷山が望め

ます。天気がよけれ

ば妙高山を望めるこ

とも。 

書架左下におおむね29ｃｍ

以上の大型本が配架されて

います。 
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   前図書館長退任のご挨拶             

ペ ージをめくる音が聞こえる静けさ、漂う古書の匂

い、「もう少し明かりを」と言いたくなるような照明。

この空間に入ると、偉大な先人たちに見詰められている

ような錯覚と同時に、さあやるぞ、という気分が沸いてき

ます。これは言うまでもなく古典的な図書館の雰囲気の

ことです。平成18年から４年間、また平成25年から３年

間の図書館長職を終えるにあたり、このような懐古趣味

に乗じて本学図書館のいままでの歩みを簡単に振り

返ってみたいと思います。 

 本学図書館は平成14年の開学と同時にオープンしま

したが、最初の三年間は大学の前身である看護短期大

学がまだ残っていましたので、大学と短期大学の共用

施設として利用されていました。４年制大学の開設では

ありましたが増改築はできなかったため、蔵書やサービ

ス内容の充実を図ることに重点をおき、新しい図書を購

入し、学術雑誌を増やしました。そのため大学開設から

の４年間で一気に蔵書構成が豊かになりました。しか

し、蔵書が増えると収容書架が不足し、結果的に閲覧

スペースを削ってでも書架の増設をしなければならず、

やむを得ず閲覧机を減らすこととなり、残念ながら近年

の図書館のあり方に逆行するような状況となってしまい

ました。一方その頃すでに電子ジャーナルの普及も目

覚ましいものがありましたが、あまりに高額でまさに高根

の花でした。このように言うとハード面でのマイナスイ

メージが強調されすぎてしまいますが、図書館のサービ

ス内容に関してはその後大きく前進したと思います。 

平成16年に起きた中越地震をきっかけに災害地支援を

目的に「災害図書コーナー」が設置され、災害看護の

基盤づくりが始まりました。その後も「闘病記コーナー」

など重点整備図書コーナーを設けて、ある特定のテー

マに焦点を当てた蔵書整備を進めるようにしました。学

習支援に関しては、PBL（※）授業に応じた学習参考書

の充実が図られ、学生の図書館利用が徐々に増えて

いきました。 

  平成18年には大学院が設置され、今まで以上に研

究支援体制の充実が望まれました。看護学の分野でも

次々と新しい雑誌が刊行されてきていますが、購読料

は年々じりじりと上がってきます。限られた予算の枠内

での運営のため、大ナタをふ 

るって外国雑誌をはじめ多くの

雑誌の購読中止を決断しまし

た。しかしその頃から、タイトル

を看護関連分野に絞った電子

ジャーナルのパッケージ版が比

較的廉価で売り出されるように

なり、ようやくわが図書館でも導

入できるようになりました。一

方、情報は受けるだけではなく発信することも必要であ

り、本学でもなんとか機関リポジトリを立ち上げることが

できないかと思うようになりました。多くの困難はありまし

たが、関係者の協力を得て平成22年に本学の機関リポ

ジトリ「にこナース」を開設することができました。また念

願の大学紀要も電子版として創刊し、一応の枠つくりは

できたものと思います。今後はこれらの内容の充実を図

るのみです。また昨年度からは、学生の図書館利用促

進に向けた新たな取り組みである「図書館のちからプロ

ジェクト」も動き出し、徐々に効果が現れてきています。 

 本学のエントランスホールや廊下のわきに置かれた

テーブルを囲み、参考書やノートパソコンを見ながら学

生たちがグループ学習をやっています。このような学習

形態は看護教育の常態です。この空間を図書館と合体

させれば、そのままラーニングコモンズです。テーブル

のわきを通る通行人や周囲の騒音にもめげずに、仲間

同士で討論し、発表の準備をしている学生たちの姿は

本当に健気で、かつ頼もしくさえ見えます。恵まれない

環境で努力している学生たちに、より良いコモンを提供

できたらと思います。知の形態が印刷物のみでなくなっ

てきている現代、看護教育にこそ新しい図書館が必要

であり、その様な方向でますます本学図書館が機能を

充実させていくことを期待しています。  

 
※PBL：Problem Based Learning 

 学生に提示されたシナリオ(事例)から学習課題を見出し、小グ     

ループで取り組む問題解決型授業 

 看護大学図書館の歩み     
                                                     名誉教授  関谷 伸一  
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新 潟県では、2004年中越地震、2007年中越沖地

震といった震災や、2004年7月新潟・福島豪雨、

2011年7月新潟・福島豪雨といった水害をはじめとする

自然災害に見舞われました。災害発生直後から看護職

は救命に尽力し、また二次的健康被害を最小限にする

支援を行います。そして看護職の支援は、復興期まで

途切れることなく続いていきます。当館においても中越

地震直後より、特設コーナーを設置しております。 

  このコーナーには中越地震、中越沖地震といった新

潟県で発生した地震に関する詳細な資料はもちろんの

こと、災害看護に関する多くの書籍が陳列されていま

す。『7.13新潟豪雨災害及び中越大震災における新潟

県の保健師活動記録』や『新潟県中越沖地震における

保健師活動記録誌』」には、震災直後の震災の被害状

況と被災された住民の一刻を争う生命の確保や少しで

も安全・安楽な支援を行った保健師の活動状況が克明

に記されています。 

   新潟県内で発生した地震の後に皆さんの記憶にある

のは、2011年3月11日に発生した東日本大震災ではな

いでしょうか。 

  東日本大震災では、大津波

が発生しました。また、地震に伴

い原子力発電所事故が発生し

放射能の危機にも見舞われまし

た。地震・津波・原発事故による

未曾有の大災害・大事故に対し

て多くの看護職が尽力しました。

その 看 護 職 の 活動 報 告 書が

『ナース発 東日本 大震災レ

ポート』です。この書籍では「被

災地の看護職はそのときどう動

いたか」「災害急性期の医療支

援-DMATの活動」の実際、「看

護協会,行政,学会,大学,各種団体,個人の支援活動」

の実際、「避難所で暮らす地域住民への医療提供と健

康維持支援」「被災地で暮らす住民への支援活動」「放

射線被ばくに対する医療支援」「他県に避難されてきた

住民・患者への支援」「計画停電の影響」「救援者のここ

ろのケア」という章にわかれて看護職の活動内容につ

いて詳細に書かれています。また、『大震災のなかで私

たちは何をすべきか』という書籍では、東日本大震災の

現場で活動を続けた医師やボランティアをはじめ、作家

や学者ら33名が震災の意味、復興の形について述べ

ています。この33名のなかには、看護師である川島みど

り氏の手記も寄せられています。 

   災害は起こってほしくありませんが、いつ遭遇するか

わかりません。この4月にも熊本地震が発生し、現在も

復興にむけた支援が行われております。 

  今回ご紹介した書籍はほんの一部です。1人でも多く

の皆さんにこのコーナーをご活用いただき、自然災害

の状況を知る機会や災害発生後から復興期の看護の

展開ならびに災害への備えを知る機会となっていただ

ければと願っております。また、当館では新潟県におけ

る災害看護資料の収集に努めております。震災に関す

る資料等がございましたら、是非当館にご寄贈ください

ますよう、お願い申し上げます。  

               地域看護学 助教  野口 裕子 

  災害看護･地震関係資料コーナーをご活用ください  

請求記号 N880-N71 

配架場所 災害看護･地
震関係資料コーナー     

災害看護・地震関係資料コーナー 

階段横に特設

コーナーがあ

ります。是非

ご活用くださ

い。 
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   寄贈図書 （平成27年12月～平成28年6月）           

  寄贈者 書 名 出版年 請求記号 

学 

外 

深谷裕  触法精神障害者をめぐる実証的考察 責任主体としての家族 2015 498.99-F72 

杉田収 ふりむけば40年 私の透析人生 2016 494.93-Su46 

下記の著書を寄贈いただきました。                    敬称略・受入日順  

ご寄贈ありがとうございました。      

 新潟県立看護大学図書館 Library Newsletter  

  第39号（平成28年7月発行） 

   編集 : 新潟県立看護大学 図書委員会 

    〒９４３－０１４７ 上越市新南町２４０番地 

    ＵＲＬ ： http://lib.niigata-cn.ac.jp/ 

発行 : 新潟県立看護大学図書館 

ＴＥＬ ： ０２５－５２６－１１６９ 

E-mail : tosyo@niigata-cn.ac.jp   

   人事往来            

 5年間勤務をさせていただきました。皆様

方の温かいご厚情を賜り、大変ありがとうご

ざいました。おかげ様でいろいろな分野の本

を借りて読むことができ感謝しております。 

 皆様のご活躍を心よりお祈りしておりま

す。 

  退職図書館職員         難波 秀道  

 4月から図書館でお世話になっています。 

毎日新鮮な気持ちで取組んでいますが、まだ

まだ不慣れであり、一日でも早く看護大学皆

さんのお役に立てればと頑張っているところ

です。 

 よろしくお願いします。 

  新規採用図書館職員  笹川 幸男  

 ３月末で契約期間満了に付き退職致しまし

た。仲間にも恵まれ気持ち良く勤めさせて頂

きました。春夏秋冬の妙高山を眺め、学生さ

んにがんばれと心の中で応援しながらのあっ

と言う間の５年間でした。 

 大変お世話になりました。皆様のご活躍を

祈念しております。 

 退職図書館職員        太田 則子 

 学生さんたちが夜遅くまで勉強している

姿や、看護に関するさまざまな専門書や

ジャーナルの多さに刺激を受けながら、勤

務をしています。教員や学生の方々の研究

や勉強に、少しでもお役に立つことができ

れば幸いです。 

 新規採用図書館職員   北島 哲  

 

 

名称が「ＮＣＮＬ図書館だより」から「新潟県立看護大学図書館 Library Newsletter」と変更になりました。

また、デザインも新しくしました。ご意見・ご感想をお寄せください！ 

  このほか、本学大学院を平成27年度に修了した7名より修士論文を寄贈いただきました。     


